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電気通信大学　平成21年度シラバス

授業科目名 独語第一

英文授業科目名 Elementary German I

開講年度 2009年度 開講年次 １年次

開講学期 前学期 開講コース・課程 昼間コース

授業の方法 演習 単位数 1

科目区分 総合文化科目-言語文化科目-言語文化基礎科目ＩＩ

開講学科・専攻

情報通信工学科
情報工学科
電子工学科
量子・物質工学科
知能機械工学科
システム工学科
人間コミュニケーション学科

担当教官名 小林　正幸

居室 非常勤講師

公開E-Mail 授業関連Webページ

kb-masa@j04.itscom.net 　

【主題および達成目標】

このクラスでは、ドイツ語文法の基礎を体系的に学習します。ドイツ語の名詞には性別があり、動詞は主

語に応じて変化するといった特徴がありますが、これはほとんどのヨーロッパ語に共通するもので、むし

ろ英語が例外的で孤立していることが分かります。ドイツ語の学習によって、新しい世界が見えてくるか

もしれません。１年次終了段階で、ドイツ語検定試験の４級（初級）レベル以上に到達することをめざし

ます。

【前もって履修しておくべき科目】

なし

【前もって履修しておくことが望ましい科目】

なし

【教科書等】

成田節：　練習で覚えるドイツ語文法　（郁文堂）
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【授業内容とその進め方】

教科書の第１課（動詞の現在人称変化）から第７課（分離動詞）までを予定しています。文法規則を覚え

るためにたくさんの練習問題に取り組む必要があるでしょう。

【授業時間外の学習（予習・復習等）】

文法を体系的に学ぶわけですから、日々の積み重ねが大事であることは言うまでもありません。とりわけ

復習を怠らないように。

【成績評価方法及び評価基準(最低達成基準を含む)】

中間試験（４０点）と期末試験（６０点）を行い、トータルで６０％を最低基準とします。

【オフィスアワー：授業相談】

上記アドレスへメールをお送り下さい。

【学生へのメッセージ】

ドイツ語学習が異文化理解への窓口となり、外へ目が開かれることを期待します。

【その他】

なし


